
橋脚 地下道 街灯柱

5℃ 20℃ 25℃ 30℃

可使時間 4時間以内 2時間以内 1.5時間以内 −

塗装方法 はけ・短毛ローラー塗り

希釈率 0−5%

使用量 0.07Kg/㎡

5℃ 23℃ 30℃

指触乾燥 30分 20分 10分

硬化乾燥 24時間 8時間 8時間

塗り継ぎ･タッチアップ乾燥 当日8時間以内 当日8時間以内 当日4時間以内

塗 装 基 準（ 使 用上 の 注 意 ）

可使時間(ポットライフ)
シンナー :ハイポンウレタンシンナー

（夏場の施工にはハイポンウレタンシンナー Sをご使用ください）

※混合後は早めに使い切ってください。

乾燥時間 :

※使用量は標準的数値です。被塗物形状、素地状態、
　希釈率などで増減します。 ※機能発現には7日以上の乾燥養生が必要です。

歩道橋

下地調整 : 鋼構造物、コンクリートの塗装仕様などに準じて上塗りまで塗装した後、被塗面に付着したほこり、その他異物をウエスなどで清掃してください。

混　　合 : 2液形のため「塗料液: 硬化剤=6:1（重量比）」の混合比により混合し、十分かくはんし、可使時間内に塗装してください。

使 用上 の 注 意 事 項
（1）水性塗料、塩ゴム塗料系（溶剤におかされやすい塗膜）などの旧塗膜に塗り重ねる場合、縮みな

どの不具合が発生することがあります。目立たないところで試し塗りをしてから塗装してくだ
さい。

（ 2 ）ニッペビラカットクリーンを使用した塗装具や容器をほかの塗料に接触させないよう、お取り
扱いに注意願います。

（ 3 ）雨天および降雨が予想される場合には塗装は避けてください。
（ 4 ）塗り重ね間隔を超過した場合は、ハイポンウレタンシンナーで軽く拭いてから塗装してくだ

さい。半硬化塗膜の上に塗り重ねる場合は、カスレ、つやむらとならないよう注意して塗装し
てください。

（ 5 ）ニッペビラカットクリーンはクリヤー塗料のため、部分的塗り忘れがないように塗装してください。
（ 6 ）凹凸面などに塗装する場合はタマリ部での縮みなどに注意してください。
（ 7 ）塗膜は性能を発現するため仕上がりが、ゆず肌状となります。
（ 8 ）施工部と非施工部において色差感が生じる場合があります。特に淡彩色上塗りへの施工の場

合、塗装ムラ（ダレ等）があると光の加減で黄色く見えたり、濃彩色上塗りへの施工においては、
つやむらが目立つことがあります。塗膜性能には問題ありません。

（ 9 ）塗装後7日以上の養生を行ってください。
（10）シンナーなどで塗膜を強くふくと落書き除去、貼紙防止機能が低下します。
（11）塗膜にきずがついた場合は、落書き除去、貼紙防止機能は低下します。

（12）経時塗膜表面劣化により落書き除去性能は徐々に低下します。
（13）落書きは速やかに除去してください。長い期間放置すると、除去しづらくなる事がございます。

また、落書きの種類（材料）によっては容易に除去できない場合があります。
（14）塗装系・環境により微細な割れが生じることがあります。割れが発生した場合には落書き除去

性能が低下することがあります。
（15）鋼構造物・コンクリート構造物以外（シャッターなど）への塗装は避けてください。
（16）塗り重ね適合例以外の上塗りを使用する場合はお問合せください。
（17）塗り替えなどの再塗装につきましては、十分な目荒しを行ってください。
（18）硬化剤は湿気で変質しやすいので密栓して貯蔵してください。
（19）ポットライフが短いので、使用量、塗装面積、所要時間を把握した上で混合を始めてください。
（20）5℃以下の場合や、湿度85%以上、または鋼板温度が露点温度より3℃以内の場合は塗装を

避けてください。特に湿度に敏感のため、塗装時や塗膜乾燥過程で留意ください。
（21）塗装器具は塗装終了後、ただちに希釈用シンナーで洗浄を行ってください。
（22）硬化剤が皮膚に付着した場合には直ちに水またはせっけん水でよく洗ってください。
（23）皮膚かぶれを生じやすいので、保護具を使用し、直接皮膚につかない様にしてください。
（24）塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにしないでください。
（25）製品安全に関する詳細な内容は安全データシート（SDS）をご参照ください。

特殊シリコンフッ素変性樹脂系クリヤー塗料
ー落書き防止・貼り紙防止ー

本来の用途以外に使用しないでください。
使用前に取扱説明書を入手してください。
すべての安全注意を読み理解するまで取り扱わないでください。
熱／火花／炎／高温のもののような着火源から遠ざけてください。‐ 禁煙です。
容器を密閉しておいてください。
容器を接地／アースをとってください。
防爆型の電気機器／換気装置／照明機器を使用してください。
火花を発生させない工具を使用してください。
静電気放電に対する予防措置を講じてください。
粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないでください。
取扱い後は、手洗いおよびうがいを十分に行ってください。
この製品を使用する時に、飲食または喫煙をしないでください。
屋外または換気の良い場所でのみ使用してください。
必要な時以外は、環境への放出を避けてください。
保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用してください。
気分が悪い時は、医師の診断／手当を受けてください。
緊急の特別な処置が必要な場合は実施してください。
口をすすいでください。
容器からこぼれた時には、布で拭き取って水を張った容器に保管してください。
漏出物を回収してください。
皮膚または髪に付いた場合、直ちに、汚染された衣類をすべて脱いでください。皮膚を
流水かシャワーで洗ってください。
吸入した場合：気分が悪い時は、医師に連絡してください。
吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させてください。

危険 危険有害性情報
引火性の高い液体および蒸気/吸入すると有害/皮膚刺激/強い眼刺激/発がんのおそれの疑い/生
殖能または胎児への悪影響のおそれ/臓器の障害（単回ばく露）/長期にわたるまたは反復ばく露に
よる臓器の障害/水生生物に毒性/長期継続的影響によって水生生物に毒性

安 全 衛 生 上 の 注 意 事 項 (ニッペビラカットクリーン 塗 料 液 )

眼に入った場合：水で数分間注意深く洗ってください。次に、コンタクトレンズを着用
していて容易に外せる場合は外してください。その後も洗浄を続けてください。
ばく露またはばく露の懸念がある場合：医師の診断／手当てを受けてください。
皮膚刺激を生じた場合：医師の診断／手当てを受けてください。
眼の刺激が続く場合は：医師の診断／手当てを受けてください。
汚染された衣類を脱いで、再使用する場合には洗濯してください。
火災の場合：消火に適切な手段を使用してください。
施錠して保管してください。
換気の良い場所で保管してください。涼しいところにおいてください。
直射日光や水濡れは厳禁です。
塗料等の缶の積み重ねは3段までとしてください。
日光から遮断し、換気の良い場所で保管してください。輸送中も50℃以上（ スプレー
缶の場合は40℃以上）の温度にばく露しないでください。
容器はつり上げないでください。やむを得ずつり上げるときには、適切なつり具で、垂
直に持ち上げ、落下に十分注意してください。（偏荷重になると取っ手が外れ、落下事
故の危険があります。）
内容物／容器を国／地方自治体の規則に従って産業廃棄物として廃棄してください。
塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理してください。容
器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼ
すおそれがありますので、排水処理場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に
処理を依頼してください。

横 倒 禁 止

＊	上記の表示は、一例です。色相などにより、容器の表示とは異なる場合があります。
■詳細な内容、表示例以外の製品については、安全データシート（SDS）をご参照ください。
■本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は事前にご相談ください。

１.
２.
３.
４.
５.
６.
７.
８.
９.

10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.

21.
22.

23.

24.
25.
26.
27.
28.
29.
30.
31.
32.
33.

34.

35.
36.



「ニッペ
 ビラカットクリーン」
 で施工し直すと

落書きを簡単に除去できる「ニッペビラカットクリーン」

特 長
オーバーコートとしてニッペビラカットクリーンを1回塗装することで、落
書きを簡単に除去でき、美観保護につながります。

各上塗り塗料に専用骨材を使用することで貼紙防止機能も発揮します。

コンクリート構造物・鋼構造物の各種仕様に適応しています。

はけ、短毛ローラーなどで簡単に塗装できます。

1
2
3
4

工　程 商品名(一般塗料名称) 使用量(㎏ /㎡ /回) 塗り重ね乾燥時間(23℃ ) シンナー名(希釈率) 標準膜厚μm/回

素地調整    電動工具、手工具を用いて劣化した旧塗膜を除去し、錆部はISOSt3まで除錆する。
   一般旧塗膜部は塗り替え塗膜との付着性を回復するために、全面清掃ケレンを行う。

補修塗装 ハイポン20ファイン
(弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り塗料)

0.20
(はけ・ローラー ) 16時間以上1ヶ月以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 60

下塗り ハイポン20ファイン
(弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り塗料)

0.20
(はけ・ローラー ) 16時間以上1ヶ月以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 60

中塗り デュフロン100ファイン中塗
(弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗り)

0.14
(はけ・ローラー ) 16時間以上10日以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 30

上塗り デュフロン100ニューファイン
(弱溶剤形ふっ素樹脂上塗り塗料)

0.12
(はけ・ローラー ) 24時間以上10日以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 25

落書き防止塗料 ニッペビラカットクリーン
(特殊シリコンフッ素変性樹脂系クリヤー塗料)

0.07
(はけ・短毛ローラー ) — ハイポンウレタンシンナー

( 0 〜 5%) —

※1 上記の各数値はすべて標準のものです。施工方法・施工条件により多少の幅を生ずることがあります。 ※2 パテの使用量はコンクリート素地の状態によって大幅に変動します。
※3 ニッペビラカットクリーンのタッチアップは8時間以内で行ってください。 

※ 上記以外の塗装仕様につきましては、お問い合わせください。

※1 上記の各数値はすべて標準のものです。施工方法・施工条件により多少の幅を生ずることがあります。  ※2 ISOSt3:International standard ISO-8501(素地調整の規格)	
※3 夏場での希釈シンナーはハイポンウレタンシンナー Sを使用ください。  ※4 ニッペビラカットクリーンの塗り継ぎ・タッチアップは8時間以内で行ってください。

塗 装 仕 様 例

コンクリート 面

鉄 面

工  程 商品名(一般塗料名称) 使用量(㎏ /㎡ /回) 塗り重ね乾燥時間(23℃ ) シンナー名(希釈率) 標準膜厚μm/回

素地調整    サンダーケレン・シンナー拭き・ブラシやエアブロー・その他規定された方法により、段差修正やレイタンス・塩分・油脂分などの異物や脆弱層を除去し施工に適した状態にする。
   また、欠損部、鉄筋露出部や漏水がある場合は別途鉄筋防錆、埋め戻しなどの断面修復や止水、導水処理を事前に実施する。

プライマー タフガードEプライマー
(エポキシ樹脂プライマー )

0.10
(はけ・ローラー ) 16時間以上7日以内 タフガードエポキシシンナー

( 0 〜  20%) —

パテ タフガードEパテN2
(エポキシ樹脂パテ)

0.30
(ヘラ・コテ等) 16時間以上7日以内 — —

中塗り タフガードED中塗
(柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗り)

0.26
(はけ・ローラー ) 16時間以上7日以内 タフガードエポキシシンナー

( 0 〜 5%) 60

上塗り タフガードFD上塗
(柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗り)

0.12
( はけ・ローラー ) 24時間以上7日以内 タフガードウレタンシンナー

(10 〜 20%) 30

落書き防止塗料 ニッペビラカットクリーン
(特殊シリコンフッ素変性樹脂系クリヤー塗料)

0.07
(はけ・短毛ローラー ) — ハイポンウレタンシンナー

( 0 〜 5%) —

ニッペビラカットクリーン同士
の塗り継ぎ・タッチアップは8時
間以内で行ってください。

注）
・ニッペビラカットクリーン同

士で、塗り継ぎ時間を超過し
た場合は、ハイポンウレタン
シンナーで軽くふいてくださ
い。

・サンドペーパー、マジックロ
ンなどでの研磨は塗膜にきず
が付き、落書き除去性能が低
下しますので注意してくださ
い。

性能 結果 備考

落書き除去性

促進耐候性 
キセノン500時間後 良 好 市販のガムテープを落書

きに貼り付け、はがした後
に落書きが残らないこと。屋外暴露 6ヶ月後 良 好

貼紙はがれ性

促進耐候性
キセノン500時間後 良 好 塗膜に粘着テープやセ

ロハンテープを貼り付け
ても、容易にはがれる。屋外暴露 6ヶ月後 良 好

塗装作業性
夏 場 良 好 ハイポンウレタンシンナー S使用

冬 場 良 好 ハイポンウレタンシンナー使用

○ 塗り継ぎ可能時間	 ○ 塗膜性能

用 途

コンクリート構造物

地下道歩道橋

「ニッペ
 ビラカットクリーン」
 を使用していると

鋼構造物

歩道橋 鋼板壁街灯柱

道路橋脚(沖縄県糸満市) 擁壁(山梨県甲府市) 横断歩道橋脚(大阪守口市)

施工後は
ラッカースプレーなど
をはじく、
落書き防止効果も!

「シンナー」でふき取る場合
「ラッカーシンナー」をウエスに付け
て、落書きを軽くこすると、除去で
きます。

「ガムテープ」で除去の場合
市販の「ガムテープ」を落書きに貼
り付けて、テープを引きはがして
ください。落書きがテープ側に貼
り付き、除去できます。

除 去 例

施 工 例

当社商品名 適合性
塗り重ね乾燥時間（目安）

23℃ 5℃
デュフロン100ニューファイン

（弱溶剤形ふっ素樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

デュフロン100ファイン
（弱溶剤形ふっ素樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

デュフロン100ファインHB
（弱溶剤厚膜形ふっ素樹脂中上兼用塗料） ○ 1日以上

水性デュフロン100上塗
（非危険物水性ふっ素樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

ハイポン50上塗
（ポリウレタン樹脂上塗り塗料） ○  2日以上 3日以上

ハイポン50ファイン
（弱溶剤形ポリウレタン樹脂上塗り塗料） ○ 2日以上

水性ハイポン50上塗
（非危険物水性ポリウレタン樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

タフガードFD上塗
（柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗り） ○ 1日以上

タフガードUD上塗
（柔軟形ポリウレタン樹脂塗料上塗り） ○ 1日以上

○ 各上塗りへの塗り重ね適合例

貼紙防止機能を求められる場合には、上記の各上塗り(塗料液＋硬化剤)に対して、ニッペビラカットセラ中塗骨
材を外割3%添加し、十分にかくはんしてからご使用ください。

貼 紙 防 止 仕 様

橋脚

橋脚

品名 容量

ニッペビラカットクリーン 2液形  3.5Kgセット(　 / 　=3.0Kg/0.5Kg)

関連商品

ニッペビラカットセラ中塗骨材 骨  材  0.12Kg・0.48Kg

○ 荷姿・容量

塗 硬

＝塗料液塗 硬 ＝硬化剤

落ちにくいラッカーなどの
街の落書き

注） 上記塗り重ね乾燥時間（目安）は、各上塗り塗料へビラカットクリーンを塗り重ねる場合の数値になります。  
注）上記塗り重ね適合例以外の上塗りを使用する場合はお問い合わせください。



「ニッペ
 ビラカットクリーン」
 で施工し直すと

落書きを簡単に除去できる「ニッペビラカットクリーン」

特 長
オーバーコートとしてニッペビラカットクリーンを1回塗装することで、落
書きを簡単に除去でき、美観保護につながります。

各上塗り塗料に専用骨材を使用することで貼紙防止機能も発揮します。

コンクリート構造物・鋼構造物の各種仕様に適応しています。

はけ、短毛ローラーなどで簡単に塗装できます。

1
2
3
4

工　程 商品名(一般塗料名称) 使用量(㎏ /㎡ /回) 塗り重ね乾燥時間(23℃ ) シンナー名(希釈率) 標準膜厚μm/回

素地調整    電動工具、手工具を用いて劣化した旧塗膜を除去し、錆部はISOSt3まで除錆する。
   一般旧塗膜部は塗り替え塗膜との付着性を回復するために、全面清掃ケレンを行う。

補修塗装 ハイポン20ファイン
(弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り塗料)

0.20
(はけ・ローラー ) 16時間以上1ヶ月以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 60

下塗り ハイポン20ファイン
(弱溶剤形変性エポキシ樹脂下塗り塗料)

0.20
(はけ・ローラー ) 16時間以上1ヶ月以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 60

中塗り デュフロン100ファイン中塗
(弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗り)

0.14
(はけ・ローラー ) 16時間以上10日以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 30

上塗り デュフロン100ニューファイン
(弱溶剤形ふっ素樹脂上塗り塗料)

0.12
(はけ・ローラー ) 24時間以上10日以内 塗料用シンナー A

( 0 〜 10%) 25

落書き防止塗料 ニッペビラカットクリーン
(特殊シリコンフッ素変性樹脂系クリヤー塗料)

0.07
(はけ・短毛ローラー ) — ハイポンウレタンシンナー

( 0 〜 5%) —

※1 上記の各数値はすべて標準のものです。施工方法・施工条件により多少の幅を生ずることがあります。 ※2 パテの使用量はコンクリート素地の状態によって大幅に変動します。
※3 ニッペビラカットクリーンのタッチアップは8時間以内で行ってください。 

※ 上記以外の塗装仕様につきましては、お問い合わせください。

※1 上記の各数値はすべて標準のものです。施工方法・施工条件により多少の幅を生ずることがあります。  ※2 ISOSt3:International standard ISO-8501(素地調整の規格)	
※3 夏場での希釈シンナーはハイポンウレタンシンナー Sを使用ください。  ※4 ニッペビラカットクリーンの塗り継ぎ・タッチアップは8時間以内で行ってください。

塗 装 仕 様 例

コンクリート 面

鉄 面

工  程 商品名(一般塗料名称) 使用量(㎏ /㎡ /回) 塗り重ね乾燥時間(23℃ ) シンナー名(希釈率) 標準膜厚μm/回

素地調整    サンダーケレン・シンナー拭き・ブラシやエアブロー・その他規定された方法により、段差修正やレイタンス・塩分・油脂分などの異物や脆弱層を除去し施工に適した状態にする。
   また、欠損部、鉄筋露出部や漏水がある場合は別途鉄筋防錆、埋め戻しなどの断面修復や止水、導水処理を事前に実施する。

プライマー タフガードEプライマー
(エポキシ樹脂プライマー )

0.10
(はけ・ローラー ) 16時間以上7日以内 タフガードエポキシシンナー

( 0 〜  20%) —

パテ タフガードEパテN2
(エポキシ樹脂パテ)

0.30
(ヘラ・コテ等) 16時間以上7日以内 — —

中塗り タフガードED中塗
(柔軟形エポキシ樹脂塗料中塗り)

0.26
(はけ・ローラー ) 16時間以上7日以内 タフガードエポキシシンナー

( 0 〜 5%) 60

上塗り タフガードFD上塗
(柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗り)

0.12
( はけ・ローラー ) 24時間以上7日以内 タフガードウレタンシンナー

(10 〜 20%) 30

落書き防止塗料 ニッペビラカットクリーン
(特殊シリコンフッ素変性樹脂系クリヤー塗料)

0.07
(はけ・短毛ローラー ) — ハイポンウレタンシンナー

( 0 〜 5%) —

ニッペビラカットクリーン同士
の塗り継ぎ・タッチアップは8時
間以内で行ってください。

注）
・ニッペビラカットクリーン同

士で、塗り継ぎ時間を超過し
た場合は、ハイポンウレタン
シンナーで軽くふいてくださ
い。

・サンドペーパー、マジックロ
ンなどでの研磨は塗膜にきず
が付き、落書き除去性能が低
下しますので注意してくださ
い。

性能 結果 備考

落書き除去性

促進耐候性 
キセノン500時間後 良 好 市販のガムテープを落書

きに貼り付け、はがした後
に落書きが残らないこと。屋外暴露 6ヶ月後 良 好

貼紙はがれ性

促進耐候性
キセノン500時間後 良 好 塗膜に粘着テープやセ

ロハンテープを貼り付け
ても、容易にはがれる。屋外暴露 6ヶ月後 良 好

塗装作業性
夏 場 良 好 ハイポンウレタンシンナー S使用

冬 場 良 好 ハイポンウレタンシンナー使用

○ 塗り継ぎ可能時間	 ○ 塗膜性能

用 途

コンクリート構造物

地下道歩道橋

「ニッペ
 ビラカットクリーン」
 を使用していると

鋼構造物

歩道橋 鋼板壁街灯柱

道路橋脚(沖縄県糸満市) 擁壁(山梨県甲府市) 横断歩道橋脚(大阪守口市)

施工後は
ラッカースプレーなど
をはじく、
落書き防止効果も!

「シンナー」でふき取る場合
「ラッカーシンナー」をウエスに付け
て、落書きを軽くこすると、除去で
きます。

「ガムテープ」で除去の場合
市販の「ガムテープ」を落書きに貼
り付けて、テープを引きはがして
ください。落書きがテープ側に貼
り付き、除去できます。

除 去 例

施 工 例

当社商品名 適合性
塗り重ね乾燥時間（目安）

23℃ 5℃
デュフロン100ニューファイン

（弱溶剤形ふっ素樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

デュフロン100ファイン
（弱溶剤形ふっ素樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

デュフロン100ファインHB
（弱溶剤厚膜形ふっ素樹脂中上兼用塗料） ○ 1日以上

水性デュフロン100上塗
（非危険物水性ふっ素樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

ハイポン50上塗
（ポリウレタン樹脂上塗り塗料） ○  2日以上 3日以上

ハイポン50ファイン
（弱溶剤形ポリウレタン樹脂上塗り塗料） ○ 2日以上

水性ハイポン50上塗
（非危険物水性ポリウレタン樹脂上塗り塗料） ○ 1日以上

タフガードFD上塗
（柔軟形ふっ素樹脂塗料上塗り） ○ 1日以上

タフガードUD上塗
（柔軟形ポリウレタン樹脂塗料上塗り） ○ 1日以上

○ 各上塗りへの塗り重ね適合例

貼紙防止機能を求められる場合には、上記の各上塗り(塗料液＋硬化剤)に対して、ニッペビラカットセラ中塗骨
材を外割3%添加し、十分にかくはんしてからご使用ください。

貼 紙 防 止 仕 様

橋脚

橋脚

品名 容量

ニッペビラカットクリーン 2液形  3.5Kgセット(　 / 　=3.0Kg/0.5Kg)

関連商品

ニッペビラカットセラ中塗骨材 骨  材  0.12Kg・0.48Kg

○ 荷姿・容量

塗 硬

＝塗料液塗 硬 ＝硬化剤

落ちにくいラッカーなどの
街の落書き

注） 上記塗り重ね乾燥時間（目安）は、各上塗り塗料へビラカットクリーンを塗り重ねる場合の数値になります。  
注）上記塗り重ね適合例以外の上塗りを使用する場合はお問い合わせください。



（1）水性塗料、塩ゴム塗料系（溶剤におかされやすい塗膜）などの旧塗
膜に塗り重ねる場合、縮みなどの不具合が発生することがありま
す。目立たないところで試し塗りをしてから塗装してください。

（2）ニッペビラカットクリーンを使用した塗装具や容器をほかの塗料に
接触させないよう、お取り扱いに注意願います。

（3）雨天および降雨が予想される場合には塗装は避けてください。
（4）塗り重ね間隔を超過した場合は、ハイポンウレタンシンナーで軽く

拭いてから塗装してください。半硬化塗膜の上に塗り重ねる場合は、
カスレ、つやむらとならないよう注意して塗装してください。

（5）ニッペビラカットクリーンはクリヤー塗料のため、部分的塗り忘れが
ないように塗装してください。

（6）凹凸面などに塗装する場合はタマリ部での縮みなどに注意してく
ださい。

（7）塗膜は性能を発現するため仕上がりが、ゆず肌状となります。
（8）施工部と非施工部において色差感が生じる場合があります。特に

淡彩色上塗りへの施工の場合、塗装ムラ（ダレ等）があると光の加
減で黄色く見えたり、濃彩色上塗りへの施工においては、つやむら
が目立つことがあります。塗膜性能には問題ありません。

（9）塗装後7日以上の養生を行ってください。
（10）シンナーなどで塗膜を強くふくと落書き除去、貼紙防止機能が低下

します。
（11）塗膜にきずがついた場合は、落書き除去、貼紙防止機能は低下

します。
（12）経時塗膜表面劣化により落書き除去性能は徐々に低下します。
（13）落書きは速やかに除去してください。長い期間放置すると、除去し

づらくなる事がございます。また、落書きの種類（材料）によっては
容易に除去できない場合があります。

（14）塗装系・環境により微細な割れが生じることがあります。割れが発
生した場合には落書き除去性能が低下することがあります。

（15）鋼構造物・コンクリート構造物以外（シャッターなど）への塗装は避
けてください。

（16）塗り重ね適合例以外の上塗りを使用する場合はお問合せください。
（17）塗り替えなどの再塗装につきましては、十分な目荒しを行ってくだ

さい。
（18）硬化剤は湿気で変質しやすいので密栓して貯蔵してください。
（19）ポットライフが短いので、使用量、塗装面積、所要時間を把握した

上で混合を始めてください。
（20）5℃以下の場合や、湿度85%以上、または鋼板温度が露点温度より

3℃以内の場合は塗装を避けてください。特に湿度に敏感のため、
塗装時や塗膜乾燥過程で留意ください。

（21）塗装器具は塗装終了後、ただちに希釈用シンナーで洗浄を行って
ください。

（22）硬化剤が皮膚に付着した場合には直ちに水またはせっけん水でよ
く洗ってください。

（23）皮膚かぶれを生じやすいので、保護具を使用し、直接皮膚につか
ない様にしてください。

（24）塗料漏洩の原因になりますので、保管・運搬時に容器を横倒しにし
ないでください。

（25）内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って産
業廃棄物として廃棄してください。

（26）塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理
してください。

　　容器、塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に
流すと環境に悪影響を及ぼすおそれがありますので、排水処理
場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理を依
頼してください。

（27）製品安全に関する詳細な内容は安全データシート（SDS）をご参照
ください。

塗装基準（使用上の注意）

使用上の注意事項

下地調整:

混　　合:

鋼構造物、コンクリートの塗装仕様などに準じて上塗りまで塗装した後、被塗面に付着したほこり、その他異物をウエス
などで清掃してください。
2液形のため「塗料液：硬化剤=6：1（重量比）」の混合比により混合し、十分かくはんし、可使時間内に塗装してください。

可使時間(ポットライフ)

可使時間 4時間以内 1.5時間以内2時間以内

5℃ 25℃ 30℃20℃

－

乾燥時間:

指触乾燥

硬化乾燥

塗り継ぎ･タッチアップ乾燥

30分

24時間

当日8時間以内

10分

8時間

当日4時間以内

20分

8時間

当日8時間以内

5℃ 30℃23℃

シンナー:ハイポンウレタンシンナー
（夏場の施工にはハイポンウレタンシンナーSをご使用ください）

※使用量は標準的数値です。
　被塗物形状、素地状態、希釈率などで増減します。

※機能発現には7日以上の乾燥養生が必要です。

※混合後は早めに使い切ってください。

塗装方法

希釈率

使用量

はけ・短毛ローラー塗り

0－5%

0.07Kg/㎡

北海道支店
東 北 支 店
関 東 支 店
北関東信越支店
中 部 支 店

☎ 011-370-3101
☎ 022-232-6711
☎ 03-5479-3614
☎ 03-5479-3614
☎ 052-461-1960

近 畿 支 店
中 国 支 店
四 国 支 店
九 州 支 店

☎ 06-6455-9320
☎ 082-281-2180
☎ 0877-56-2346
☎ 092-751-9861

●本カタログの内容については予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
●本カタログ中の製品名・会社名は、日本ペイントホールディングス株式会社または日本ペイント
　株式会社・その他の会社の、日本およびその他の国の登録商標または商標です。
●ⓒCopyright 2023 NIPPON PAINT Co., Ltd. All rights reserved.
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